
２
年
の
１
６
８
万
床
を
ピ
ー

ク
に
、
現
在
は
約
１
４
６
万

床
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
10

年
間
の
変
化
を　
　
に
示
す
。

　
度
重
な
る
医
療
法
の
改
正

や
、
診
療
報
酬
の
改
定
で
病

床
の
機
能
分
化
を
進
め
る
こ

一
次
医
療
法
改
正
で
は
病
床

規
制
が
導
入
さ
れ
、
１
９
９

と
に
よ
り
、
病
床
削
減
が
図

ら
れ
て
き
た
。
特
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ

の
導
入
・
普
及
や
７
対
１
の

入
院
基
本
料
の
導
入
は
大
き

な
変
化
だ
っ
た
。
ま
た
、
各

都
道
府
県
に
お
い
て
も
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い

て
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携

の
協
議
を
行
い
、
病
院
の
統

廃
合
を
進
め
て
き
た
。し
か

し
、政
府
・
厚
労
省
に
と
っ
て

は
そ
の
成
果
は
不
十
分
と
映

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。２
０
１

９
年
に
、公
的
病
院
の
再
編
・

統
合
が
必
要
と
し
て
、全
国
４

２
４
の
病
院
名
を
突
如
公
表

し
大
き
な
反
撃
を
浴
び
た
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
病
院
経
営
の

悪
化
は
深
刻
で
あ
る
。
全
日

病
等
の
病
院
団
体
は
69
％
が

医
業
経
営
が
赤
字
で
、「
い
つ

病
院
が
な
く
な
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

本
会
が
実
施
し
た
道
内
医
療

機
関
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
赤
字
が
66
％
だ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
病
床
削
減

は
進
行
し
て
い
た
が
、
厚
労

省
は
、
経
営
悪
化
に
乗
じ
る

か
の
よ
う
に
更
な
る
病
床
削

減
を
進
め
て
い
る
。
24
年
度

の
補
正
予
算
で
医
療
施
設
等

経
営
強
化
緊
急
支
援
事
業（
病

床
数
適
正
化
支
援
事
業
）
が

決
定
・
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国

か
ら
２
０
０
０
施
設
、
５
万

床
（
北
海
道
で
は
１
４
３
医

療
機
関
４
８
６
２
床
）
の
申

請
が
出
さ
れ
た
。
25
年
４
月

お
よ
び
７
月
の
２
次
に
わ
た

り
事
業
内
容
が
内
示
さ
れ
た

　
　
。
１
床
４
１
０
万
円
の

補
助
金
は
赤
字
に
苦
し
む
医

療
機
関
に
と
っ
て
大
き
な
魅

力
だ
が
、
上
限
10
床
の
単
発

補
助
で
医
療
機
関
の
経
営
改

善
に
は
程
遠
い
。
補
助
金
で

ベ
ッ
ド
を
買
い
た
た
く
の
で

は
な
く
、
期
中
改
定
を
含
め
、

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
等
で

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

事
業
に
よ
り
、
病
床
削
減
は

大
き
く
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
、

北
海
道
で
は
24
年
は
約
１
６

０
０
床
、
25
年
度
は
半
年
で

約
１
１
０
０
床
減
少
し
た
。

　
道
は
「
医
療
分
野
の
生
産

性
向
上
・
職
場
環
境
整
備
等

支
援
事
業
」
と
し
て
給
付
金

申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

受
付
期
間
の
第
一
弾
は
９
月

で
終
了
し
た
が
、
第
二
弾
が

年
内
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

深
刻
化
す
る
人
材
不
足
の
中
、

効
率
的
な
業
務
体
制
づ
く
り

と
職
員
処
遇
改
善
を
目
的
と

し
た
制
度
で
、
病
院
・
診
療

所
に
と
っ
て
大
き
な
支
援
と

な
る
。

　
対
象
は
２
０
２
５
年
３
月

末
時
点
で
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
」
を
届
け
出
て
い
る

医
科
・
歯
科
の
病
院
・
診
療

所
で
、
２
０
２
４
年
４
月
か

ら
２
０
２
６
年
３
月
末
ま
で

に
業
務
効
率
化
等
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
が
条
件
。

　
給
付
額
は
病
床
１
床
に
つ

き
最
大
４
万
円
、
病
床
４
床

以
下
の
有
床
診
療
所
や
無
床

診
療
所
は
１
施
設
に
つ
き
最

大
18
万
円
で
あ
る
。
な
お
、

支
給
率
は
10
分
の
10
で
対
象

経
費
は
上
限
ま
で
全
額
補
助

さ
れ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
や
補

助
者
の
新
規
配
置
、
既
存
職

員
の
賃
金
改
善
な
ど
幅
広
く

対
象
と
な
る
。

　
ま
さ
に
「
使
わ
な
け
れ
ば

損
」
と
い
え
る
制
度
で
あ
り
、

会
員
諸
氏
に
は
早
め
の
準
備

と
積
極
的
な
申
請
を
呼
び
か

け
た
い
。
新
た
な
受
付
期
間

等
の
詳
細
や
申
請
様
式
は
北

海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
さ
れ
た
い
。

床
と
い
う
こ
と
は
、
例
年
の

約
５
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
削
減

す
る
全
く
の
暴
論
で
あ
り
、

地
域
の
医
療
が
瓦
解
し
て
し

ま
う
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
人
口
減
少
等
に
伴
い
、
医

療
体
制
も
変
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
病
床
削
減
あ
り
き
で

は
な
く
、
地
域
で
必
要
と
さ

れ
る
医
療
を
十
分
勘
案
し
な

が
ら
慎
重
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
ま
で
曲
が
り

な
り
に
も
多
く
の
人
員
・
職

種
で
議
論
さ
れ
て
き
た
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
と
の
整

合
性
も
な
い
。
性
急
な
病
床

削
減
は
ス
ト
ッ
プ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
日
本
の
医
療
制
度
崩
壊
の

危
機
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
。

多
く
の
医
療
機
関
で
は
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ

禍
の
受
診
控
え
、
物
価
高
騰

や
人
件
費
上
昇
で
経
営
が
悪

化
。
道
内
の
大
規
模
病
院
で

突
然
の
閉
院
や
診
療
科
の
削

減
、
給
与
未
払
い
な
ど
の
報

道
は
記
憶
に
新
し
い
▼
本
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

約
７
割
の
医
療
機
関
が
赤
字

決
済
、
約
６
割
で
医
薬
品
や

特
定
保
険
医
療
材
料
が
逆
ザ

ヤ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
ま
ま
憂
慮
す
べ
き

事
態
が
続
け
ば
、
淘
汰
と
集

中
の
名
の
も
と
病
院
の
統
廃

合
が
進
み
、
地
域
医
療
の
地

殻
変
動
が
激
震
を
生
む
の
は

必
至
だ
▼
過
疎
化
、
偏
在
が

顕
著
な
本
道
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
や
交
通
弱
者
は
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
失
い
、
都

市
部
と
地
方
の
医
療
格
差
を

広
げ
、「
住
む
場
所
に
よ
っ
て

命
の
価
値
が
変
わ
る
」
状
況

を
招
き
か
ね
な
い
。「
国
民
皆

保
険
」
の
理
念
は
形
骸
化
し
、

地
域
・
世
代
・
制
度
間
で
の

多
層
的
な
格
差
が
制
度
の
公

平
性
を
も
揺
る
が
す
深
刻
な

問
題
だ
▼
医
療
現
場
の
疲
弊

は
限
界
に
達
し
、
医
療
従
事

者
の
使
命
感
と
職
業
倫
理
で

何
と
か
成
り
立
っ
て
い
る
今

の
医
療
に
未
来
は
あ
る
の
か
。

次
期
診
療
報
酬
改
定
で
は
大

幅
な
引
き
上
げ
、
消
費
税
問

題
へ
の
迅
速
な
対
応
を
強
く

求
め
る
。

橋本 透

2025年（令和7年）10月5日（1）第1057号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

主な目次

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
日
帰
り
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

解
説「
病
院
経
営
は『
自
転
車

操
業
』状
態
」

…
面
２

●
時
論
「
外
科
医
療
の
危
機
」

●
…
面
３

●
…
面
４

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

と
に
よ
り
、
病
床
削
減
が
図

ら
れ
て
き
た
。
特
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ

の
導
入
・
普
及
や
７
対
１
の

入
院
基
本
料
の
導
入
は
大

な
変
化
だ
っ
た
。
ま
た
、
各

都
道
府
県
に
お
い
て
も
地
域

歯
科
保
険
診
療
研
究

●

2025年（令和7年

…
面
４

病
床
維
持
に
こ
そ
必
要
な
施
策
を

急
速
に
進
む
病
床
削
減

て
き
た
。
そ
の
後
、
医
療
費

亡
国
論
が
提
唱
さ
れ
た
。
第

　
日
本
の
病
院
病
床
数
は
国

民
皆
保
険
以
降
増
加
を
続
け

病
床
削
減
の

　
　
　

様
々
な
対
策

コ
ロ
ナ
後
の
対
策

　

病
床
削
減
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。
政
府
・
厚
労
省
は

コ
ロ
ナ
後
の
経
営
悪
化
に
苦
し
む
医
療
機
関
に
対
し
、
経
営

安
定
の
施
策
を
と
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
機
に
便
乗
す
る
か

の
よ
う
に
病
床
削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

自
民
・
公
明
・
維
新
の
３

党
は
６
月
に
「
２
０
２
７
年

４
月
の
新
地
域
医
療
構
想
ス

タ
ー
ト
ま
で
に
病
院
病
床
を

11
万
床
（
一
般
・
療
養
５
万

６
０
０
０
床
、
精
神
５
万
３

０
０
０
床
）
削
減
す
る
」
こ

と
で
合
意
し
た
。
医
療
費
を

４
兆
円
削
減
、
そ
の
う
ち
１

兆
円
を
病
床
削
減
で
実
現
す

る
と
し
て
い
る
。
骨
太
の
方

針
２
０
２
５
に
は
数
値
目
標

は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、「
３
党
合
意
」
を
参

照
し
て
進
め
る
と
さ
れ
て
お

り
、
医
療
法
改
正
案
に
盛
り

込
む
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

わ
ず
か
２
年
の
期
間
で
11
万

（
Ｙ
・
М
）

表

表 24年度補正予算による病床数適正化事業の概要と内示

図

図

全国・北海道の10年間の病床数の推移

※北海道は1次、2次合計で750床と全国最多の内示

第
１
次

第
２
次

応募要件

応募要件

・3年連続の赤字
・一般会計の繰り入れなし
・1医療機関当たりの上限：50床
・1床当たり410.4万円
・全国　　7,170床（294.3億円）
・北海道　  352床（14.4億円）
・３年連続の赤字→２年連続の赤字
・第1次から「一般会計繰り入れ」削除
・1医療機関当たりの上限50床 → 10床

内示

北海道の
医療機関支援事業
詳細は上記QRから

・全国　　4,108床（168.6億円）
・北海道　 398床（16.3億円）

内示

全国　総数
1,580,000

（床） （床）

1,550,000

1,520,000

1,490,000

1,460,000

1,430,000

1,400,000
’16 ’17 ’18 ’19 ’20 ’21 ’22 ’23 ’24 ’25・６

1,561,005

-103,065床
（-6.60％） 1,457,940

北海道　総数
98,000

95,000

92,000

89,000

86,000

83,000

80,000
’16 ’17 ’18 ’19 ’20 ’21 ’22 ’23 ’24 ’25・６

-8,099床
（-8.49％）

87,260

全国　一般病床数
900,000

890,000

880,000

870,000

860,000

850,000 ’16 ’17 ’18 ’19 ’20 ’21 ’22 ’23 ’24 ’25・６

891,398

-18,855床
（-2.12％） 872,543

字　数
600～ 800字
締切日
11月17日（月）必着

北海道保険医会 広報部
〒060-0042
札幌市中央区大通西6丁目

北海道医師会館3F
TEL 011-231-6281
FAX 011-231-6283
E-mail info@h-hokenikai.com

作品は、こちらまで

号
集
特
年
新

中
集
募
稿
原

！

テーマは問いません。
随筆（暮らしの中での
思い、旅行記、趣味紹
介、ユニークな視点
等）をお寄せください。
写真も募集しますので、
奮ってご応募ください。

道が医療機関支援給付金
対象医療機関はチェックを

申請しなければ損

11
万
床
削
減
は

　
　
　
　

言
語
道
断

95,359

北海道　一般病床数

’16 ’17 ’18 ’19 ’20 ’21 ’22 ’23 ’24 ’25・６

（床）
53,000

52,500

52,000

51,500

51,000

50,500

50,000

52,703

-2,160床
（-4.10％）

50,543

（床）



ど
の
外
部
委
託
費
は
18
年
か

ら
24
年
に
か
け
25
％
以
上
増

加
。
加
え
て
人
件
費
の
高
騰

も
重
く
の
し
か
か
る
。
１
０

０
床
当
た
り
の
常
勤
換
算
従

事
者
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
病
床
数
の
減
少
に
よ

る
分
母
の
縮
小
が
背
景
に
あ

り
、
実
際
に
は
人
材
確
保
に

伴
う
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。

　
議
論
で
は
支
払
側
と
診
療

側
の
認
識
が
対
立
し
た
。
支

払
側
は
「
黒
字
病
院
も
あ
り
、

規
模
集
約
化
で
赤
字
幅
は
縮

小
で
き
る
」
と
主
張
。
一
般

病
院
で
２
０
０
床
未
満
と
２

０
０
床
以
上
に
分
け
た
上
で
、

さ
ら
に
細
か
く
病
床
規
模
別

に
分
け
た
場
合
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
内
で
規
模
が

大
き
い
ほ
ど
利
益
率
が
改
善

し
て
い
る
傾
向
を
指
摘
。
再

編
・
統
合
の
必
要
性
を
訴
え
、

診
療
報
酬
改
定
で
は
機
能
や

規
模
に
応
じ
た
メ
リ
ハ
リ
を

求
め
た
。

　
一
方
、
診
療
側
は
「
コ
ロ

ナ
補
助
金
等
が
残
っ
て
い
た

23
年
度
で
す
ら
赤
字
。
補
助

終
了
後
の
24
年
度
以
降
は
さ

ら
に
深
刻
」
と
反
論
。
努
力

し
て
病
床
稼
働
率
を
高
め
て

も
コ
ス
ト
増
が
収
益
を
上
回

る
現
状
に
「
患
者
が
増
え
て

も
赤
字
幅
が
広
が
る
の
は
構

造
的
に
お
か
し
い
。
期
中
改

定
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
」

す
る
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
は
増

加
し
て
お
り
、
約
４
割
の
法

人
は
返
済
余
力
を
失
っ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
た
。

　
病
院
経
営
の
悪
化
は
今
回

示
さ
れ
た
23
年
度
デ
ー
タ
に

限
っ
た
話
で
は
な
い
。
か
ね

て
よ
り
診
療
報
酬
の
抑
制
や

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
患
者
数
の

減
少
な
ど
で
収
支
は
慢
性
的

に
圧
迫
さ
れ
て
き
た　
　
。

23
年
度
は
コ
ロ
ナ
補
助
金

が
残
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で

も
半
数
以
上
が
赤
字
に
陥
っ

た
。
ま
し
て
補
助
が
途
絶
え

た
24
年
度
に
お
い
て
は
、
赤

字
が
一
層
拡
大
し
て
い
る
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
そ
こ
へ
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
る
の
が
コ
ス
ト
増
で
あ

る
。
医
療
機
器
保
守
や
事
務

業
務
、
検
査
、
患
者
食
事
な

型
ま
で
赤
字
が
過
半
数
を
占

め
、人
口
の
少
な
い
地
域
で
は

赤
字
割
合
が
６
割
を
超
え
た
。

地
域
を
問
わ
ず
赤
字
体
質
が

広
が
る
厳
し
い
現
実
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
資
金
繰
り
も
切
迫
し
て
い

る
。
病
院
の
み
経
営
の
医
療

法
人
の
自
己
資
本
比
率
は
平

均
49
・
８
％
と
一
見
安
定
し

て
い
る
が
、
現
預
金
回
転
期

間
は
中
央
値
で
３
カ
月
し
か

な
く
、
日
々
の
運
転
資
金
を

最
低
限
で
賄
う
「
自
転
車
操

業
」
が
実
態
だ
。
診
療
報
酬

債
権
を
割
り
引
い
て
現
金
化

病
院
規
模
で
の
医
業
利
益
率

に
加
え
、
２
０
０
床
以
上
の

大
規
模
病
院
は
経
常
利
益
率

も
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

機
能
別
で
は
高
度
急
性
期
・

急
性
期
Ａ・Ｂ
の
医
業
利
益
率

が
特
に
低
く
、
高
度
急
性
期

は
経
常
利
益
率
も
平
均
・
中

央
値
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
て
い
た
。
地
域
別
で
も
大

都
市
型
か
ら
人
口
少
数
地
域

０
１
４
施
設
）
の
23
年
度
の

医
業
利
益
率
は
平
均
▲
０
・

７
％
、中
央
値
▲
０・９
％
で
、

半
数
を
超
え
る
55
・
２
％
が

赤
字
に
陥
っ
て
い
た　
　
。

類
型
別
で
は
一
般
病
院
が
▲

１
・
７
％
、
精
神
科
病
院
が

▲
０
・
２
％
と
い
ず
れ
も
赤

字
で
、
黒
字
の
療
養
型
で
も

１
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
般
病
院
に
お
け
る
多
く
の

　
今
回
は
４
月
に
続
き
、
医

療
機
関
を
取
り
巻
く
状
況
が

議
論
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
厚
労
省
は
病

院
・
診
療
所
・
薬
局
等
の
経

営
状
況
や
費
用
動
向
の
追
加

分
析
を
提
示
し
た
。

　
報
告
に
よ
れ
ば
、病
院
（
３

病
院
の
過
半
数
が

　
　
　
　
　
　

赤
字

表
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外
科
医
療
の
危
機

　
外
科
医
が
減
少
す
る
中
、

外
科
医
療
を
維
持
し
て
い

く
た
め
の
人
材
確
保
と
外

科
医
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
骨
太
の
方
針
２
０

２
５
で
「
減
少
傾
向
に
あ

る
外
科
医
師
の
支
援
等
を

進
め
る
」
と
い
う
画
期
的

な
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
外
科
医
療
に
関
係
す
る

人
々
の
各
方
面
で
の
努
力

が
、
実
を
結
ん
だ
と
い
え

よ
う
。
例
え
ば
日
本
消
化

器
外
科
学
会
で
は
、
行
政
・

メ
デ
ィ
ア
・
国
民
へ
の
働

き
か
け
を
積
極
的
に
行
っ

た
。
国
の
統
計
に
よ
る
と
、

消
化
器
・
一
般
外
科
（
消

化
器
外
科
）
は
、
唯
一
医

一
方
、
外
科
手
術
に
伴
う

金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

で
あ
る
サ
ー
ジ
カ
ル

フ
ィ
ー
を
求
め
る
意
見
も

あ
る
。

　
危
機
感
を
持
つ
学
会
は

こ
れ
か
ら
、
専
門
医
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
国
内

留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
、

若
手
主
体
の
セ
ミ
ナ
ー
開

催
な
ど
で
新
た
な
人
材
を

発
掘
す
る
と
い
う
。

　
国
の
正
式
な
書
類
に
「
外

科
医
師
の
支
援
」
と
明
記

し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

た
と
え
政
権
の
ト
ッ
プ
が

交
代
し
て
も
５
年
10
年
継

続
的
支
援
を
実
行
す
る
の

か
、
わ
れ
わ
れ
は
注
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

師
数
が
減
少
し
て
い
る
診

療
科
で
あ
る
。
医
師
の
総

数
が
増
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
学
会
へ
の
新

入
会
員
が
年
々
減
っ
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
消
化

器
外
科
医
が
、
10
年
後
に

は
現
在
の
４
分
の
３
に
、

20
年
後
に
は
半
数
に
な
る

見
込
み
だ
。
将
来
、
消
化

器
外
科
医
不
足
の
た
め
必

要
な
緊
急
手
術
（
治
療
）

が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に

な
り
か
ね
な
い
。

　
な
ぜ
消
化
器
外
科
医
が

減
少
し
て
い
る
の
か
。
消

化
器
外
科
の
業
務
内
容
は
、

消
化
器
系
の
癌
な
ど
に
対

す
る
予
定
手
術
、
腸
閉
塞

な
ど
に
対
す
る
緊
急
手
術
、

抗
癌
剤
な
ど
の
薬
物
治
療
、

末
期
癌
患
者
の
緩
和
ケ
ア

等
多
岐
に
わ
た
っ
て
き
た
。

　
学
会
が
会
員
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
が

見
え
な
い
」「
労
働
時
間
に

見
合
う
対
価
が
な
い
」
な

ど
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

タ
イ
パ
・
コ
ス
パ
・
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
す
る
若
手
に
、
敬
遠
さ

れ
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

　
消
化
器
外
科
を
志
願
す

る
医
学
生
・
研
修
医
は
減

少
し
、
忙
し
さ
に
拍
車
が

か
か
り
、
ま
す
ま
す
志
願

者
が
減
少
す
る
悪
循
環
も

起
き
て
い
る
。
働
き
方
改

革
に
よ
る
時
間
外
労
働
上

限
規
制
で
、
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
を
招
い
て
い
る
。

と
危
機
感
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
資
金
繰
り
評
価
で

も
割
れ
た
。
支
払
側
は
「
診

療
報
酬
は
２
カ
月
後
に
確
実

に
入
金
さ
れ
予
見
可
能
性
が

高
い
。
そ
の
特
性
が
フ
ァ
ク

タ
リ
ン
グ
を
成
立
さ
せ
る
」

と
す
る
が
、
診
療
側
は
「
現

金
不
足
で
債
権
売
却
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
銀
行
か
ら
も

『
医
療
は
も
う
か
ら
な
い
』
と

見
ら
れ
借
入
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
」
と
反
論
。
両
者
の

溝
は
大
き
い
。

　
こ
う
し
た
中
、
厚
労
省
は

８
月
29
日
に
26
年
度
予
算
概

算
要
求
を
公
表
し
た
。
一
般

会
計
総
額
は
34
兆
７
９
２
９

億
円
と
過
去
最
大
で
、
う
ち

社
会
保
障
費
は
32
兆
９
３
８

７
億
円
と
前
年
度
か
ら
３
５

０
０
億
円
超
増
加
し
た
。

　
医
療
関
連
で
は
、
医
師
偏

在
対
策
と
し
て
「
重
点
医
師

偏
在
対
策
支
援
区
域
に
お
け

る
診
療
所
の
承
継
・
開
業
支

援
事
業
」
で
新
た
に
20
億
円

を
計
上
し
、
重
点
区
域
で
の

承
継
や
開
業
の
際
の
施
設
設

備
、
医
療
機
器
購
入
費
用
を

補
助
す
る
。

　
さ
ら
に
医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
予

算
は
前
年
の
44
億
円
か
ら
１

６
２
億
円
へ
と
大
幅
に
増
額

さ
れ
、
新
た
に
公
費
負
担
医

療
制
度
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
推
進
に
46
億
円

要
求
し
た
他
、
電
子
処
方
箋

の
利
活
用
促
進
等
強
化
に
取

り
組
む
予
定
だ
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
厚
労
省
の
予
算
要
求
は
、

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
一
部
の

施
策
に
重
点
が
置
か
れ
て
お

り
、
診
療
報
酬
増
額
に
よ
る

即
効
的
な
支
援
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。
政
府
が
現
場

の
窮
状
を
直
視
し
な
け
れ
ば
、

医
療
崩
壊
を
招
き
か
ね
ず
、

次
回
改
定
は
命
運
を
決
す
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

８
月
27
日
の
中
医
協
総
会
で
、厚
労
省
は
医
療
法
人
経
営
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
）
の
23
年
度
デ
ー
タ
を
も
と
に
病
院
・
診
療

所
の
経
営
状
況
を
示
し
た
。
病
院
の
医
業
利
益
率
は
半
数
を
超
え
る

55
・
２
％
の
病
院
が
赤
字
に
陥
っ
て
お
り
、
病
院
経
営
の
危
機
が
一

層
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

解　説

図 一般病院の10年間の利益率推移（福祉医療機構資料より作成）

病
院
経
営
は「
自
転
車
操
業
」状
態

中
医
協
で
赤
字
体
質
の
深
刻
さ
を
示
す

支
払
側
と
診
療
側

　
　

す
れ
違
う
認
識

過
去
最
大
の
概
算
要
求
と

　
　
　
　
　

今
後
の
焦
点

表 2023年度　病院類型別・地域別・機能別の医業利益率平均値（中医協資料より作成）

※医業利益率（％）＝医業利益÷医業収益×100

全体 ▲0.7％

▲1.7％

1.4%

▲0.2％

▲1.0％

▲0.4％

▲1.4％

▲2.3％

▲2.7％

▲2.5％

3.8%

0.5%

▽病院類型別

▽病院類型別

▽地域別

▽機能別

一般病院

療養型病院

精神科病院

大都市型

地方都市型

高度急性期

急性期A

急性期B

回復期

慢性期

人口少数地域型

医業利益率
平均値

一 般 病 院 …全病床に占める一般病床の割合が 
50%を超える

療養型病院…全病床に占める療養病床の割合が
50%を超える

精神科病院…全病床に占める精神病床の割合が
80%以上

▽地域別
大 都 市 型 …人口が100万人以上または人口密

度が1平方km当たり2000人以上

▽機能別
高度急性期…急性期充実体制加算、総合入院体

制加算等の届出やICU等の設置

急 性 期 B …急性期一般2～6、地域一般1～3の
病床が50％超

回 復 期 …地域包括ケア病棟入院料または回
復期リハビリ病棟入院料の病床が
50％超

急 性 期 A …急性期一般1病床が50％超

慢 性 期 …療養病棟入院料を届出する病床が
50％を超える

地方都市型…人口が20万人以上または人口10～
20万人かつ人口密度が同200人以
上

人口少数地域型…上記以外

図

-1.0

-2.0

-3.0
2014

注）コロナ補助金は、多くの病院では医業外収益に計上しているが、一部に医業収益や、特別利益に計上しているところもあることに留意
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（団体定期保険）
グループ保険の控除証明書

急ぎ必要な先生は共済部まで！
グループ保険の「控除証明書」は例年11月下旬

を目安に「配当案内」「加入者カード」とともに発送
しております。
それ以前に控除証明書が必要な場合には、

お手数ですが本会事務局共済部までご連絡
ください。準備が完了次第、順次個別に送付さ
せていただきます（11月上旬ごろ発送予定）。

下旬
発送

通常
11月下旬に
発送します
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あ
の
あ
ま
り
に
も
有
名
な

天
皇
の
玉
音
放
送
に
泣
く
者
、

嘆
く
者
、
怒
る
者
、
死
を
覚

悟
す
る
者
、
呆
れ
る
者
、
安

堵
す
る
者
、
歓
喜
に
震
え
る

者
―
様
々
な
感
情
が
本
書
に

は
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
驚

い
た
の
は「
何
を
言
っ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
…
」と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
人
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
と
い
う
事

実
。放
送
後
も
こ
れ
か
ら
本
土

決
戦
だ
と
勘
違
い
し
た
人
も

多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
限

界
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
と

思
う
が
、事
実
は
小
説
よ
り
奇

な
り
と
い
う
こ
と
か
。

　
１
９
４
５
年
８
月
15
日「
日

本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」
と

い
え
ば
半
藤
一
利
氏
の
著
作

が
有
名
だ
が
、
本
書
で
は
、

現
在
よ
く
知
ら
れ
る
著
名
人

１
３
５
名
が
ど
の
よ
う
に
こ

の
日
を
迎
え
た
か
が
記
さ
れ

て
い
る
。
著
名
人
と
い
っ
て

も
、
後
年
有
名
に
な
る
人
物

の
ほ
う
が
多
い
の
だ
が
、
そ

の
ぶ
ん
当
時
の
市
井
の
方
々

の
生
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
て

興
味
深
い
。

（
Ａ
・
Ｈ
）

体
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
医
院
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

―
ご
家
族
は

　
社
会
人
の
子
ど
も
が
二
人

い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、

自
身
の
目
指
す
道
を
ま
い
進

中
で
す
。

―
ご
趣
味
は

　
美
味
し
い
物
を
楽
し
く
食

べ
る
こ
と
で
す
。

　
最
近
で
は
、
妹
の
誕
生
日

を
祝
う
こ
と
に
な
り
、
３
姉

妹
が
集
ま
っ
て
患
者
様
か
ら

い
た
だ
い
た
、
と
っ
て
も
美

味
し
い
野
菜
を
使
っ
て
料
理

を
作
り
ま
し
た
。
久
々
に

ゆ
っ
く
り
楽
し
く
ご
飯
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　

健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、

歯科治療で育む
患者さんの健康意識

熊谷歯科医院　札幌市・東区168168

略歴
札幌市出身。北海道大学を卒業後、歯科麻

酔科入局。その後、熊谷歯科医院勤務、2007
年に理事長就任。

を
関
連
付
け
て
診
る
こ
と
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
か
み
合
わ
せ
を
調

整
す
る
こ
と
で
体
幹
を
整

え
、
心
身
の
不
調
を
軽
減
す

る
取
り
組
み
や
乳
児
か
ら
の

咬
合
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

―
開
業
し
た
動
機
な
ど

　
父
の
代
か
ら
続
く
地
域
医

療
を
守
る
た
め
、
医
院
を
引

―
本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
保
険
医
と
し
て
の
見
識
を

高
め
る
た
め
入
会
し
ま
し

た
。

―
ご
専
門
は

　
歯
科
麻
酔
科
で
す
。

　
北
海
道
大
学
歯
科
麻
酔
科

に
７
年
在
籍
し
、
そ
の
間
に

認
定
医
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
の
間
の
学
び
が
、
有
病
者

へ
の
対
応
や
、
口
腔
と
全
身

き
継
ぎ
ま
し
た
。

―
開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
う

　
れ
し
か
っ
た
こ
と

　
父
の
代
か
ら
の
患
者
様
に

信
頼
し
て
い
た
だ
く
ま
で
と

て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
さ

せ
る
の
も
大
変
で
し
た
。

　
一
方
で
、
受
診
さ
れ
た
患

者
様
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
だ

さ
る
瞬
間
が
何
よ
り
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

―
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
「
痛
く
し
な
い
こ
と
」、
そ

し
て
「
安
心
・
安
全
な
歯
科

治
療
で
あ
る
こ
と
」
を
常
に

意
識
し
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
歯
科
治
療
を
通
し
て
、
受

診
さ
れ
た
患
者
様
が
自
身
の

で
き
る
だ
け
長
く
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
保
険
医
会
に
対
す
る
要
望

　
こ
れ
か
ら
研
修
会
等
で
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

―
患
者
さ
ん
の
か
み
合
わ
せ
の

　
調
整
か
ら
全
身
を
サ
ポ
ー
ト

　
さ
れ
る
お
話
が
印
象
的
で
し

　
た
。
今
後
も
住
民
の
健
康
の

　
た
め
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お

　
り
ま
す
。

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
５
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

・
他
団
体
（
技
工
士
会
・
衛
生
士
会
）
と
の
懇
談
会

    

…
当
日
の
協
議
事
項
を
確
認
し
た
。

・
歯
科
市
民
集
会

    

…
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
確
認
し
た
。

・
札
幌
歯
科
医
師
会
と
の
懇
談
会

    

…
開
催
日
の
変
更
を
確
認
し
た
。

・
保
険
診
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

    

…
発
送
時
期
・
集
計
方
法
を
確
認
し
た
。

②
そ
の
他

   

・  

歯
科
保
険
診
療
研
究（　

／
５
号
）の
確
認
を
行
っ
た
。

第
６
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
９
月
10
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※
次
回
２
０
２
５
年
度
第
７
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…
10
月
８
日（
水
）午
後
７
時

ワインと火山、歴史の魅力を満喫

聞
き
手

事
務
局
能
登
谷

（

）

日
帰
り
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

熊谷　倫恵 先生
くまがい みちえ

▶
試
飲
す
る
ワ
イ
ン
の
説
明

　
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

　
９
月
７
日
、
苫
小
牧
・
洞

爺
方
面
へ
「
日
帰
り
観
光
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
20

医
療
機
関
37
名
が
参
加
し
た
。

　
最
初
に
「
苫
小
牧
市
美
術

博
物
館
」
を
訪
れ
た
。
館
内

で
は
北
海
道
指
定
有
形
文
化

財
の
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
と
推
進

具
を
は
じ
め
、
苫
小
牧
の
自

然
や
歴
史
を
係
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
見
学
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
０
８
年
Ｇ

８
サ
ミ
ッ
ト
の
主
会
場
で
有

名
な
「
ザ
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ

テ
ル
洞
爺
」
へ
と
向
か
っ
た
。

当
日
は
残
念
な
が
ら
曇
っ
て

お
り
、
洞
爺
湖
を
一
望
で
き

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

か
っ
た
が
、
北
海
道
の
旬
の

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

コ
ー
ス
料
理
に
参
加
者
は
舌

鼓
を
打
っ
た
。

　
午
後
か
ら
は
「
洞
爺
湖
町

火
山
科
学
館
」
に
移
動
し
た
。

過
去
の
有
珠
山
噴
火
の
記
録

映
像
を
鑑
賞
し
た
ほ
か
、
火

山
活
動
の
歴
史
や
仕
組
み
、

噴
火
が
も
た
ら
し
た
被
害
に

つ
い
て
学
び
、
大
自
然
の
力

と
脅
威
を
改
め
て
感
じ
る
貴

重
な
体
験
の
場
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
訪
れ
た
「
八
剣
山

ワ
イ
ナ
リ
ー
」
で
は
、
社
長

の
亀
和
田
氏
か
ら
ワ
イ
ン
製

造
の
工
程
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
こ
だ
わ
り
の
ワ
イ
ン

を
試
飲
し
た
。
北
海
道
の
風

土
が
生
み
出
す
ワ
イ
ン
の
奥

深
さ
に
触
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
お

気
に
入
り
の
一
本
を
見
つ
け

お
土
産
を
購
入
し
て
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ホ
テ
ル

で
の
食
事
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
」「
博
物
館
や
科
学
館
、
ワ

イ
ナ
リ
ー
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
一
日
楽

し
め
た
」な
ど
大
変
好
評
だ
っ

た
。

中
川
右
介
著
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書

昭
和
20
年
８
月
15
日

文
化
人
た
ち
は
玉
音
放
送
を
ど
う
聞
い
た
か

10

資料請求はこちら・株価や為替変動の影響を受けません。
　堅実枠に最適！
・配当があれば上乗せも
 （2024年度実績：配当0.112％）
・１口単位で部分解約や積立の
払込中断も可能
・受取方法は受給時に選択

※制度の詳細は必ずパンフレットをご確認ください。

気軽に始められます

予定利率がUPしまし
た

保険医年金

（2025年9月１日
現在）1.225％最低

保証

申込受付
10月25日（土）まで
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初 診 料

　初診料算定に関して、保険者からの再審査請求が非常
に多く見受けられる。リコール等で定期的に患者を呼んで
初診料を算定することは、保険診療上適切ではない。適切
に初診料を算定するために、その取扱いについて今一度整
理してみたい。

初診料の算定原則

　初診料の算定の原則は、「特に初診料が算定できない旨の規定があ
る場合を除き、患者の傷病について歯科医学的に初診といわれる診
療行為があった場合に算定する」とされている。

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel 011-231-6281 Fax 011-231-6283 Eメール info＠h-hokenikai. com

参加資格：北海道保険医会の会員　
参加方法：QRまたは本会HPのご紹介フォームにて、まだ本会に入会してい

ない先生をご紹介ください。
紹介対象：道内で開業または勤務している保険医の医師・歯科医師
紹介後は：ご紹介により本会にご入会された場合、紹介にご協力いただいた

会員の先生に「グルメカタログギフト（4,000円相当）」をプレゼ
ントいたします。

会員ご紹介キャンペーン実施中！
12月31日（水）まで

キャンペーン概要

※本会より「ご紹介したい方」へ入会案内をお送りします。会員の先生より事前にお声かけいただきますと幸いです。

参加資格：北海道保険医会の会員
紹介対象：道内で開業または勤務している保険医の医師・歯科医師
プレゼント進呈条件：11月30日までに本会へご紹介いただき、紹介
　　　　　　　　　された先生が下記申込締切日までに共済制度
　　　　　　　　　 に新規で申し込み、かつ加入が成立したとき

プレゼント内容：紹介者の先生に加入成立1制度ごとに「QUOカード2,000円分」をプレゼント！　
　　　　　　　

※紹介人数に制限はありません。

2025/10/1(水)～2025/11/30(日)

共済ご紹介キャンペーン

〈詳細・ご紹介フォーム〉

配偶者・
お子様など、

ご家族のご紹介も
OK

歯科医学的に初診といわれる診療行為とは

　歯科医学的に初診といわれる診療行為とは、患者の傷病に対して歯
科医師が治療行為を行うにあたり、その意思決定をするまでに必要な
診療行為である。つまり、患者の主訴と歯科医師の所見から診断を行
い、治療方針を決定する、という一連の行為になろう。
　例えば、「リコール」で来院した場合で、既に「Ｐ」という診断がつい
ている、また既に歯周治療に入っている傷病に対する管理である、と
いうことであれば、再度の初診料の算定が歯科医学的に初診といわれ
る診療行為として適切かどうか疑義が生じることとなる。
　「初診を起こすために必要な診療行為とは何か」ということを常に
念頭に置く必要があるとともに、初診を起こす根拠をカルテに記載し
ておくことも重要である。

レセプト審査のイメージと縦覧情報

　　  は、電子請求されたレセプトの画面審査でのイメージである。縦
覧情報で、当月と過去６カ月の算定項目について縦覧することができ
る。例えば下表のケースにおいては、３カ月ごとに、初診、Ｐ精検、ス
ケーリング等の算定が繰り返されていることが、縦覧情報で一見して
わかる。
　このような例において、初診料の算定に関して、歯科医学的に初診
といわれる診療行為かどうか疑義が持たれることになろう。つまり、患
者の傷病に対して歯科医師が治療行為を行うための意思決定をする
までに必要な診療行為が行われているかが問題となる。審査支払機
関での一次審査では、算定要件に誤りがなければレセプトは通るかも
しれない。しかし、保険者からは、こういった初診料に対して再審査請
求が上がってくる可能性があること、また、指導・監査の場においては、
これが適切な初診行為であるかどうか、その妥当性について指摘され
ることになるであろう。
　レセプトが通ることと、それが歯科医学的に妥当であるかは、全く別
物であることに留意する必要がある。

保険者による縦覧点検

　保険者は、査定額の大きくなるものについて特にチェックしている。
歯周治療は、治療の流れが一定決められているため、一つ誤りがある
と、その後の算定項目が連鎖的に査定されることに繋がってくる。ま
た、治療が長期にわたることもあるため、例えば過去２年分のレセプ
トを縦覧点検して、まとめて再審査請求してくることもある。前述の　　
において、初診料の算定に妥当性が無いと判断されれば、初診料は再
診料に、スケーリングは再スケーリングに査定され、医療機関として大
きなダメージを受けることとなるだろう。
　その他にも、「補管中の再度の歯冠修復・欠損補綴」「６カ月以内の
同部位の義歯の新製」など、歯冠修復・欠損補綴は査定額が大きくな
るため、同様に過去数カ月から数年にわたる縦覧点検でチェックして
いる。これらは、補管算定日や処置を行った年月日までデータ管理され
ているため、見逃されることは無く注意が必要である。

初診料が算定できる場合

（１）

（２）

（３）

（４）

患者の傷病について歯科医学的に初診といわれる診療行為が
あった場合
患者が違和感を訴え診療を求めた場合は、診断の結果、疾病と
認めるべき兆候のない場合であっても初診料を算定する
健康診断で疾患が発見された患者について、疾患を発見した保
険医以外の保険医（当該疾患を発見した保険医の属する保険医
療機関の保険医を除く。）において治療を開始した場合
患者が任意に診療を中止し１月以上経過した後、再び同一の保
険医療機関において診療を受ける場合は、その診療が同一疾病
又は同一症状によるものであっても初診として取り扱う

初診料が算定できない場合

（１）

（２）

（３）

（４）

健康診断を目的とする受診により疾患が発見された患者につい
て治療を開始した場合
歯管または歯在管を算定した場合は、一連の治療が終了した日
または患者が任意に診療を中止した日から２月以内
欠損補綴を前提とした抜歯で、抜歯後印象採得まで１月以上経
過した場合
歯周病等の慢性疾患である場合等であって、明らかに同一の疾
病又は負傷に係る診療が継続している場合

表

表 画面審査のイメージ

縦覧情報

名　称 当
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

1

1
1
1
1
5

1

1
1
1
1
5

1

1
1
1
1
5

初診　［267］
再診　［58］
歯管　［80］
実地歯　［80］
Ｐ精検　［400］
スケーリング　［72］
スケーリング　［38］

表

☞☞☞３制度すべて成立すると最大6,000円分進呈！！

▽保険医年 金
▽休業保障制度
▽グループ保険

：
：
：

申込締切10月25日（土）
申込締切12月31日（水）
申込締切12月31日（水）


